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自閉スペクトラム症の特性がある母親の育児の経験

Ⅰ．はじめに

自閉スペクトラム症（Autism Spectrum Disorder: 以
下 ASDと表記する）は、社会的コミュニケーションおよ
び対人的相互反応における持続的な障害が診断基準とさ
れる。診断基準の一例として、対人的な興味や感情を共
有することの少なさ、表情などの非言語的コミュニケー
ションのとりづらさ、仲間に対する興味の欠如や人間関
係を発展させ維持することの難しさがその特性として挙
げられる（American Psychiatric Association 2013=2014: 
26）。これらの特性から考えると、ASD女性の子育ては、
人や子どもへの興味、感情を共有することが少なく、非
言語的コミュニケーションが成立しづらい、仲間との関
係は構築されづらいという、人との関係の希薄さや困難
さを抱えながら育児を行っていることが想定される。
本調査では、安定した子育てを行っている母親の語り
を分析し、安定につながる要因を分析した。その結果、
ASDの特性による人との関係の取りづらさや苦手さよ
りも、臨機応変な対応を求められる育児という営みにお
いて、日常の細かな生活上の困難さを抱えていたこと、困
難を克服するための母親自身の工夫や努力、人との関係
の結び方が存在することを明らかにすることができた。
さらに、これらの工夫や努力を重ねることにより、子育
ての肯定的な意味づけがなされ、安定した育児につな
がっていたことも明らかにすることができた。
先行研究を概観すると、ASD女性が子どもを産み育て
ることは、大きな困難や問題を伴うこととされ、トレー
ニングや治療などの介入が必要であり、支援されるべき
対象として位置づけられてきたことがわかる。
ASDを含む発達障害が注目され支援制度が整えられ
たのは 1990 年代半ばであり（木村 2015）、研究は 2000 年
代より散見される。ASD女性の育児に関する研究は、介
入の必要性、現状や課題を把握する必要性、支援方法の
確立の必要性の、3つの視点から研究が展開されてきた。
2000年から2010年頃のASDのある母親の育児につい

ての研究は、母親を心身医療の介入が必要な存在とみな
し、母子のつながりの中での反社会的行動の防止や母親
役割を遂行することの困難さを述べ、医学モデル的視点
から母と子が抱える問題を解決することが重視されてき
た。
例えば、浅井ほか（2005）は、母子ともに発達障害が
ある場合は虐待や子どもの問題行動などの難治例となる
ことを示し、母子の並行治療の有効性を述べた。これは、
母子例という問題に正面から取り組んだ初めての報告で
あるとされる。この調査は、2004 年度厚生科学研究「高
機能広汎性発達障害の反社会的行動への対応と予防」の
研究協力として実施されており、「母子事例への積極的な
対応は、反社会的行動の予防という側面から重要な要素
になる」としめくくられている。その後、笠原（2009）
は、産後育児困難に陥っている事例の中から、広汎性発
達障害圏の母親の事例を報告している。「広汎性発達障害
圏の女性にとっては、妊娠・出産・育児という営みが、実
は大変難しい役割なのではないかと思うに至った」とあ
る。ここでは、産後うつ、離乳食をつくるのに数時間か
かること、食べさせようとしても児はスプーンを床に投
げ口を閉じること、イライラや睡眠不足など、外出する
気も起こらない母親の憔悴した姿が描かれている。発達
障害圏の親の育児困難として、対人相互関係・情緒的交
流の困難、中枢性統合の問題、強迫的こだわり、創造性
の欠如、実行主義・注意力の障害があることから育児ス
キルをトレーニングすべきであるとし、介入の必要性を
述べている。さらに、芳賀（2010）は、発達障害がある
就学児童を養育している母親の約 6割に心身症の併存が
認められることを指摘した。発達障害のない女性に比べ
て、うつ状態、心身症／気分障害の併存、物質使用障害、
夫婦間葛藤、虐待行動が有意に多く見られること、心身
医療の介入が果たす役割が大きいことを報告した。
近年は社会モデル的視点から、支援について検討され
ている。ASDのある母親の育児に関する研究は、母親の
子育ての経験を詳細に記述した質的研究、支援や介入に
関する研究が挙げられる。これらの研究は、ASD女性の
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育児について、現状や課題を把握する必要性、支援方法
の確立の必要性から展開されてきたといえる。子育てに
関する質的研究については、岩田（2015）が、妊娠・出
産の不安、身体の特性に起因する悩み、周囲との関係の
悩みを抱えていること、思うようにいかない子育てから
抑うつに至ることを明らかにし、自身の特性の理解と支
援の必要性を報告している。また加藤ほか（2020）は、世
間並みな母親像と現実との隔たりに苦悩を抱え、独りで
もがく精一杯な子育てをしてきたことと、診断と支えを
得ることによって成長する転換のプロセスを明らかにし
た。
ASD女性への育児期の支援や介入に関する研究は、育
児行動支援プログラム（石川 2013）、夫婦によるビデオ
育児支援法（飯田・佐藤 2017）、解決志向アプローチ（岩
田 2020）など、臨床心理士によるプログラムが報告され
てきたが、試行的な段階である。また、周産期医療機関
での看護職の事例研究では、育児をイメージしやすい図
示や単純化した指導、段階的反復的な指導が効果的で
あったこと、社会資源の積極的活用と妊娠期からの継続
した支援の必要性などが報告されている（佐々木ほか 
2015, 中澤ほか 2018）。
発達障害のある母親に特化したサービスや社会資源の
整備はされていなおらず（岩田 2020）、これまで取り組
まれてきた研究は支援者側の視点からの分析であるとも
いわれる（土屋 2017; 岩田 2020）。さらなる課題として、
当事者の視点を加えることが求められる。人々が生きて
いく時の対し方・処し方については技があり、先人にとっ
て便利な技をまねるとうまくいき、採用するといくらか
生きるのが楽になる（立岩 2014: 105）。親自身のこれま
での試行錯誤や努力は、今ある問題に対処する資源でも
ある（野村 2014）。すでに子どもを育てているASD女性
の経験を蓄積していくことが、当事者にとっても、支援
方法が確立されていない現状では支援者にとっても有用
な資料となると考えられる。
本調査の目的は、様々な困難を乗り越え、現在は安定
した育児を行っている母親の語りを分析し、困難な状況
を乗り切り、安定した育児につながった要因を明らかに
することである。

Ⅱ．調査の概要

1．協力者　　
本調査の協力者は、ASDの特性をもち、妊娠・出産・
育児を経験している女性 3名である。当事者会の主催者

に調査への協力の依頼を行い、協力を得られた人の中か
ら、サービス等を利用しながら安定した生活を送ってい
た 3名を分析した。協力者の概要を、表 1に示した。
診断名は、自閉スペクトラム症と、注意欠如・多動症

（Attention-Deficit / Hyperactivity Disorder: 以 下
ADHDと表記する）である。診断名は、協力者から聞き
取った順に診断名として記載した。3名とも、出産後の
育児中に診断を受けていた。また、3名とも子どもは発
達障害の診断を受けており、療育教室に通園した経験が
あった。

2．調査方法
調査方法としては、半構造化インタビューを実施した。
インタビュー実施までの手順として、まず当事者会の代
表者に、発達障害のある母親への調査協力の依頼を行っ
た。代表者が会員に、筆者が作成した協力依頼文をメー
ル配信し、協力ができるとの申し出があった人の連絡先
を、本人の許可を得たうえで教えてもらった。その後、筆
者よりメールを送付し、協力の意向を確認できた人に、イ
ンタビュー日時と場所の調整を行った。インタビューは、
協力者の希望する地域のレンタルルームまたは自宅にお
いて、対面で実施した。インタビュー前に、再度対面で
協力依頼内容を説明し、書面での同意を得た。
インタビュー内容は、妊娠中や出産、育児で経験して
いることや経験したこと、感じていることや感じていた
こと等である。妊娠中からの育児までの経過を追って、具
体的な場面や状況を自由に語ることができるよう進め
た。また、ASD特性やそれに関連する事象に限定せず、
日常生活での細やかな経験を具体的に語ることができる
よう、インタビューを進めた。インタビューは、2019 年
10 月から 2020 年 1 月の間に、1人につき 1回実施し、同
意を得て ICレコーダーに録音した。

表１　協力者の概要

協力者 年代 職業 診断名 家族の状況 インタ
ビュー時間

A 30歳代 専業主
婦

ASD 
ADHD

夫と子ども 2人
（園児と学童）
子どもの療育あり

58 分

B 30歳代 自営業 ASD 
ADHD

夫と子ども 2人
（園児と学童）
子どもの療育あり

89 分

C 30歳代 専門職 ADHD 
ASD

夫と子ども 1人
（園児）
子どもの療育あり

71 分
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3．分析方法
インタビュー内容は逐語記録とした。子育てのなかで
困難を乗り切ることにつながった要因、安定につながっ
た要因について語られている内容を、意味のあるまとま
りとして抽出し、名称をつけた。また、個人の特定につ
ながる情報については、意味内容を損なわない範囲で修
正を加えた。

4．倫理的配慮
協力者に対して、調査の意義と目的、方法、個人情報
の保護、参加は任意であること、途中辞退も保障される
ことについて、文書を用いて口頭で説明した。これらの
ことについて、文書による同意を得てインタビューを実
施した。本調査は、筆者の所属する機関の倫理審査委員
会の承認を得て実施した。

Ⅲ．安定した育児につながった要因

ASDの特性がある母親は、日常の困りごとはパターン
化の方策を用いることで対処し、どうしてもできないと
ころは誰かに代行してもらうという方策を用いていた。
そして、子どもを健全に育てるために、努力を重ねてい
た。その努力とともに、責められることなく支援を受け
ること、苦痛を伴うマジョリティから距離をとることや、
仲間とつながることで力を得て、子どもをもつことの意
味づけをしていた。これらのことが安定した育児につな
がった要因として分析された結果である。
これらの結果について、事例を通して論述する。事例
は、A氏、B氏、C氏に分け、語りはカギカッコ、ある
いは字下げをして記載した。補足する内容はカッコで示
した。筆者のインタビュー内容は省略したが、必要時は
ダッシュのあとに記載した。

1．  日常的な困りごとはパターン化する／パターンをはず
すことで対処する
日々の子育てや家事の日常の細かなタスクについて
は、解決しなければならない問題が生じたときに、その
対策や乗り切ってきた経緯から、パターン化するという
方策が編み出されていた。あるいは、パターンをはずし
て別のパターンを取り入れるという方法もとられてい
た。そこには、わからないことやできないことが存在し、
目指す親像に向かって一定の手順が確立されていた。

1）パターン化して対処する
まず、A氏の語りに着目する。A氏は文字を読むこと
が苦手であったが、自身が診断を受けて以降は、子ども
のために勉強した。努力を重ね、乳児期においては安定
した時間を子どもとともに過ごすことができていた。A
氏は、大きく体調を崩すことなく、産後の生活を送り、自
身が身につけた方法で育児を行なっていた。それは、「ひ
とつずつつぶしていく」というものである。A氏は、乳
児期に子どもが泣いてもあたふたすることはなく、周囲
からは子どものサインをわかっているとみられていた。
―赤ちゃんの時期って、赤ちゃんの言っているこ
とが分かるお母さんとよく分からないというお母さ
んがおられて。分かりましたか？　
A氏：何となくですね。分かることもあれば、分
からないこともありました。だから、突然大泣きし
だして、抱っこしても何をやってもずうっと泣くの
で、もうどうしていいか分からないので、じゃ、環
境を変えて外に出ようと言って出た瞬間ぴたっとや
んだりとか、さっぱり分からないまま、何でこうなっ
たんだろうとか。でも、何か泣いているということ
は何かあるんだろうなと思うので、一つずつつぶし
ていく感じでしたね。感情的というよりかは。じゃ、
泣いているから一つずつつぶしていこう、まずおむ
つ、まずどこか気持ち悪い、なんか出来物ができて
いるとか、一つずつつぶしていく感じでしたね。で、
それを一通りつぶして、それでも泣いているときは
何か違うものがあるのかもしれないというので、外
に出てみたりとか、病院に連れていってみたりとか
というので、うーん、そうですね、あたふたという
のはたぶん発達の人はあまり、あるのかな。

さらに、A氏は♯ 8000（子ども医療電話相談）という、
夜間や休日に利用可能な電話相談を活用していた。また、
かかりつけ医をはじめ、相談先があることで安心感を得
ていた。
―赤ちゃんってしゃべらないのでどうしていいか
が分からないというお母さんもあるんですけど、そ
んなことはなかったですか。
A氏：そうですね。うんちが出ないとか、そうい
うことはありましたけど、でも、結局ある程度確立
されていたので、♯ 8000 に電話すればいいよとか、
そういうのはもう、じゃ、分からなければそこに電
話すれば。何ていうんですかね、子育てしていると
きに電話する場所というのは、特に赤ちゃんのとき
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なんですけど、すごく優しく受け入れてくれるとこ
ろが多くて、ここにさえ電話すれば大丈夫というと
ころもあったり、かかりつけ医の人たちも赤ちゃん
だからという理由でしっかりみてくれるので、逆に
安心だった。そうですね、安心でしたね。

A氏は、「ここに聞けば安心という場を確保する」こと
をしていた。語りの中で着目できる点は、相談先が優し
く受け入れ、しっかりみてくれるという見通しと、安心
感をもてる相談先をみつけていたという点である。社会
性やコミュニケーションを苦手とするASDの特性があ
るとしても、信頼でき安心できる相談先には電話をかけ、
出向くことができるという、特性のハードルを越えるこ
とができる原動力となっていたのではないだろうか。
B氏は、2人目の子育ては思い通りにいかずきつかった
と話したが、第 1子の育児はひとつひとつクリアしてい
くゲーム感覚に置き換えることで、楽しむことができて
いた。この方法は、A氏の「ひとつずつつぶしていく」
と類似する方策である。
―初めてのお子さんのときと 2人目のときの生活
というのは違っていましたか？
B氏：1人の時は、割と楽しんでたんです。何か、
まあまあ、それなりに新しいことをするのは結構好
きなので。言い方、悪いかもしれないですけど、ゲー
ムを一つ一つクリアしていくような感覚ですかね。
ゲームが好きなので。なんかクリアできるというこ
とが楽しいんですよね。子育ても、多分そういうふ
うに置き換えられると楽しかったみたいで。ゲー
ムって考えるなという人もいるかもしれないけれど
も、私はそうやって乗り切ってたというか、楽しん
でた。

次に、C氏の離乳食の進め方についてである。C氏は、
料理は苦手であり、離乳食を作ることは自分には難しい
と思い続けていた。母乳が良く出たことで、自分ででき
る決まった方法で対応していた。

C氏：ベビーフード、あるもの使って。母乳だっ
たんで。ミルクだったら、もう、私できなかったと
思うんですけど、幸運なことに母乳が出たので、母
乳がメインで、ベビーフードもちょっとだけみたい
な。もういいわ、適当でみたいな。だから、ほぼほ
ぼ、もう母乳頼りで。母乳が出てれば、取りあえず
飢えることはないだろうみたいな感じで、なんとか
母乳で。離乳食、だから、ほとんど、ベビーフード、

ちょろっと。で、あとはもう保育園に入れたので、保
育園さん、よろしくお願いしますぐらいの勢いで。
で、朝はヨーグルトとか出しておけばいいし。

A氏、B氏、C氏の語りからは、うまくいく方法や信
頼できる相談先を見つけだしていたこと、自分でできる
範囲での方法を繰り返し、パターン化して用いることに
より対処することで子どもを育てていたことがわかる。
A氏の、感情的にならず、あたふたせずに冷静に対応で
きるという点、B氏の、新しいことは好きでゲーム感覚
で育児を楽しめる点については、ASDのある母親の強み
ともいえる。これらのことは、日常生活を営むために必
要な育児技術としてとらえることができる。
パターン化して対処するについては、綾屋・熊谷（2008: 
15-34）の論述から共通項を見出すことができる。綾屋・
熊谷は、したいと思うまでの意思決定に時間を要するこ
と、しますということを決めておくことで行動がスムー
ズになることについて、経験的に獲得するプロセスを説
明している。例えば、おなかがすいているという身体感
覚の絞り込みをすぐにできず、せっぱつまった緊急事態
になり〈せねば性〉という形で行動の意志がまとめあが
ること。これらの対策として、〈します性〉で行動を決め
ておくことが有効であるとしている。つまり「食べるこ
とになっている」「食べます」としておくのが手っ取り早
く安全であり、日常生活の大部分を〈します性〉で動く
ことにしていると述べている。
また、高次脳機能障害の当事者である鈴木（2019）が、
発達障害の特性のある妻の実践的ライフハックを転用す
ることで、日常生活や仕事に早期に復帰できたことの論
述にも共通する。段取り脳ではなくても業務は遂行でき
ること、個々のタスクを組み立てること。さらに、業務
を構成するタスクを一つひとつ洗い出し、どの順番でタ
スクを行うかのシミュレーションをゆっくり決めること
が有用であると述べている。本調査の協力者からも同様
の方策が語られたことから、パターン化するという、あ
らかじめ手順を決めておくことが、日常生活を円滑に送
る秘訣となっていたことがわかる。
さらに、綾屋・熊谷（2008: 15-34）は、〈します性〉と
して意志をまとめあげ、それに従って行動することで、苦
痛や身体感覚が緩和するという経験を繰り返していく
と、徐々に〈したい性〉が明確化できること。鈴木（2019）
は、複数のタスクを順番に繰り返す中でその手順を覚え、
最終的にはプロジェクト全体を任せられるようになって
いったことも明らかにした。このようなパターンを繰り
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返すことにより、より円滑な日常生活につながることが
期待できる。

2）パターンをはずして対処する
パターンをはずすということは、パターン化すること
によって生じているうまくいかない状況を脱却すること
である。同時に、別のうまく進めることができるパター
ンにのりかえるという対処でもある。悪循環を断ち切る
ための方策であり、断ち切るためのツールとしては視覚
化された情報が有用であると語られた。
B氏は、2人目が生まれてからは、同時進行ができな
い、優先順位をつけることができない、スケジューリン
グができないないなど、「自分の思った通りにならずにき
つかった」と語った。離乳食や家事などの段取りができ
ないことでイライラしたという。そのような状況で有効
だったのは、動画を通して普通の生活を知ることであっ
た。まず、B氏の困りごととして語られた、悪循環の状
況を記述する。
―（離乳食について）そのときは作ってあげな
きゃっていうのを思っておられたんですか。
B氏：そうですね。やっぱり離乳食だったら 1日
の生活の中で、離乳食だけになるんですよ、頭が。1
日の生活の中で、普通、人は仕事行ってきますって
言って仕事があったり、帰ってきたら家事があった
りとか、いろいろこなすと思うんですよ。私の場合
は離乳食だけになっちゃうんですよ、苦手なので。そ
れだけが、もう 1日の中でなにか大半を占めちゃう、
頭の中が。でも、別に行動してるわけじゃないんで
すけど、どうしたらいいんだろう、どうしたらいい
んだろうって。

さらに B氏は、2人目の離乳食について同時進行が
できないことを語った。
B氏：（2人目の離乳食について）もう本当に大変
でした。上の子も、だいぶ大人と近づいたとはいえ、
まだ、柔らかくしたり、食材を考えなきゃいけない、
好き嫌いもあるし、下の子はまた夕食はペーストし
ないといけないし。なんかこう、私の頭の中では別々
なんですよ、全ての料理が。大人の料理、上の子の
料理、離乳食って。普通だったら 1つのものを、ま
ず大人のものをボーンと作って、そこから取り分け
て、さらに赤ちゃんのはそれをつぶしてっていった
らいいんですけど。その時は、もう私は 1個 1個な
んです、考えることが。同時進行できないので。行

動も同時進行は無理だし、考えるのも同時進行がで
きないので。なので、本当につらかったです。それ
しながら、今度、遊びに行く時間だとか、お昼寝の
時間だとか、もう常にイライラしていました。

次に、優先順位がつけられないこと、具体的には、家
事は順番が決まっていて、いつまでたっても終わらな
いことが話された。
B氏：掃除も、毎回、散らかったところをまずや
るじゃないですか、普通に効率よくって言ったら。で
も、それができなかったんですよ。今は、一応、理
想としては分かるんですけれども、そのときはそれ
ができなくて。まず、玄関掃除から始めるんですよ。
そしたらいつまでたっても終わらないんですよ。た
どり着かないんですよね。だから、なんでこんなに
いつも掃除が終わらないだろうと思ったら、子ども
が散らかすからだと思って、子どもをいつも怒って
しまったり。自分の手順の悪さなんですけれども。で
も一から同じことをやりたがるんですよね。順番が
決まってるんです。でも、そのときの自分は分から
ないんですよ。

B氏は、これらの困りごとが動画によって解決し、生
活が向上した実感を次のように話した。

B氏：今はもうユーチューブとかいろんな便利な
動画があるじゃないですか、掃除の仕方とか。例え
ば主婦のルーティーンとか、1日のルーティーンと
か、ああいうの見るようになってから、なんとなく
分かってきて、本当は玄関からやりたいけど、散ら
かっているところから行こうとか。昨日は洗濯がで
きなかったから今日はしないと、と思ったら洗濯か
らするとか。割合そのときの状況を見てできるよう
にはなりました。（略）私、すごく視覚優位なんで。
だから、料理ができるようになったのも、あの 1分
でまとめてくれるような、料理動画が携帯のアプリ
でもいっぱい増えたんですよ、クラシルとか、ああ
いうやつかな。あれを見て、料理ってこういう手順
があってこういう手際でやればいいんだとか、よう
やく分かって。

ASDの女性は親として期待される役割に難しさを抱
えており、日々の生活を必死にこなすもののうまくいか
ないという困難の中にいること、努力と失敗を繰り返し、
経験を重ねて社会適応のスキルを学習していることが報
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告されている（砂川 2015）。B氏も経験を重ね、それま
でのうまくいかなかった自分のパターンから、別のパ
ターンにのりかえるというスキルを身につけることでう
まく対処できるようになっていた。
ASDでは、視空間認知が言語処理に比べて優位であ
り、療育における視覚的支援の理論的根拠とされてきた
（宇野 2018: 228）。B氏にとっては、動画が視覚的な支援
として効果的であったといえる。ASD/ADHDは注意の
ロック機能の障害であり、特にASDは、注意を固定した
ときにそれを外すのが難しいという特性がある（杉山 
2020）。B氏より離乳食のことで一日頭がいっぱいなるこ
と、掃除は玄関掃除から始めると順番が決まっているこ
とが語られた。これらの注意のロック機能を外すことに、
動画が役立ったと考えられる。

2．  できないところは覚悟して／割り切って家族や支援者
に代行してもらう
苦手なことや、できないと思ったことなどは、代わり
に実施してもらうということである。その際に、覚悟す
ることや割り切ることを伴っていた。
A氏は家事や子どもの支援を夫とホームヘルパーに依
頼し、C氏は料理に関しては全面的に義母と夫に任せる
という選択をしていた。
A氏は、自分ができない時やできない家事を夫が代り
に行ってくれることを語った。

A氏：洗い物は基本的にやってくれますし、買い
物も行ってくれますし、私がそもそも発達障害で動
けないことだったり寝込んだりすることも多いの
で、彼がやってくれないと子どもは育てられないと
いう状態はいくらでもあるので。

A氏は発達と分かっているのであれば、頼れるところ
はどんどん頼ったほうがいいと語る。

A氏：そうですね。もう本当に、どう思われても、
一見普通に見えるのでできるんじゃないかと思われ
がちなんですけど、もう「できない」と言ってホー
ムヘルパーさんをお願いしたりとか、食事を作って
もらったり、あとは子どものほうにもついてもらっ
て、移動支援とかそういうのもどんどん、どんどん、
はい、やっています。とにかく子どもを健全に育て
るために。

しかしA氏にとって、依頼するということは人との接
触の機会が増えることであり、苦痛を伴うことでもある。

子どものためを思って依頼しているが、覚悟を伴うとい
うことを語っている。

A氏：そうですね。もう発達と分かっているので
あれば、頼れるところはどんどん頼るべきだと思い
ます。頼ることによって正直、苦痛を感じることも
もちろん、人と会うので苦痛を感じることも多いん
ですけど、子どもは助けてもらえるので。でも、何
て言うんでしょう、うまくいかないこともたくさん
あったり、話をすれば楽になるというふうに思われ
てしまうことが多いので、私たち発達というのは話
をしても楽にはならなくて、それを解決することに
よってそれが終わったというふうに感じるので、な
のでマジョリティの方と私たちの感じ方の差が必ず
出てくるので、頼れるところは頼ったほうがいいん
だけれども、何て言ったらいいんでしょう、うーん、
そうですね、何て言ったらいいのかな。やっぱりあ
る程度の苦痛は覚悟しておいておかないといけない
のかなという。

「一見普通に見える」「できるんじゃないかと思われが
ち」「話をしても楽にはならない」「マジョリティの方と
私たちの感じ方の差が必ず出てくる」という、ASDなら
ではの状況も語られた。また、「どう思われても」という
言葉からは、覚悟の強さをうかがうことができる。人に
頼ることにより人との出会いが生じ、ASDのある母親に
とっては苦痛も生じるが、自身の苦痛は覚悟したうえで、
子どもたちを助けてもらうことを優先している。とにか
く子どもを健全に育てるために、どんどん頼っていると
話した。自分よりも子どもを思うが故の行動をとってい
たと理解できる。
C氏は、夫と義母の理解があり、自分のできないこと
は全面的に頼っていることを話した。義母は、C氏が料
理をできないことを理解して全面的に支援してくれてお
り、それがとてもありがたいと語った。また、義母と夫
に「お任せ」であり割り切ってることが語られた。
C氏：で、晩はおばあちゃんにね、頼ってて。おば
あちゃんっていうのは夫の母親なんですけど、近所で
初孫なんで、「もう、うちにご飯食べにおいで。そっち、
大変でしょ」みたいな感じで、すごい、ご飯とか作っ
てくれたんで、おばあちゃんに頼って、自分はほとん
ど、ほとんど、やれないし。だから、おばあちゃんは
たぶん、その辺分かってくれてたんで、「もういい。う
ちにおいで」って言って、子どものご飯、食べさせて
もらって。だからもう、そんな感じで。
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C氏：（子どものお弁当が必要な日について）そんな
無理です、みたいな。お母さんがね、ネットとかで、ほ
ら、キャラ弁とか、かわいらしいの作ってたりとか。い
や、無理でしょうみたいな。私ね、子どものお弁当ね、
作ったことないんですよ。旦那が作ってて、全部。旦
那が子どもの弁当 100 パー作ってて。

A氏の場合は、「できない」と言ってホームヘルパーを
お願いしたとあるように、自らが覚悟を決め、「できない
こと」の理解を求める働きかけが必要であった。しかし、
C氏の場合は、C氏の状況をみてとり「できない」こと
を理解してくれた義母と夫からの働きかけによって、助
けを得ることができていた。
マルチタスクや臨機応変な対応など、ASDの特性と真
逆の能力を求められる育児において、できない部分は全
面的に代わって実施してもらうという方策が効果的で
あった。鈴木（2019）は、ASDの人には、「やれないこ
との代償手段」が充実しており、自分の苦手なことを苦
手であると開示して、他人と一緒に行い、できないこと
を他人に頼むという自己開示と環境調整の重要性を述べ
ている。A氏、C氏ともに、ホームヘルパーや家族に頼
ることなど、自身の苦手なことを理解し、自己開示し、う
まく自分をとりまく環境調整を行っていることが功を奏
したといえる。

3．子どもを健全に育てるために努力する
A氏は、子どもを健全に育てるために努力することを
続けてきた。自身が親から虐待を受けていたことを引き
継がないための方策として変換作業を行うこと、子ども
のために勉強を続けてきたを語った。
A氏は、周囲からは子どものサインをわかっていると
みられていたが、インタビュアーの問いかけに、次のよ
うに語った。
―そうしたら、いいお母さんかなという感じでし
たか。
A氏：いいお母さんではなかったと思います。常
に別のことで悩んでいました。私は母に虐待を受け
ていたんですけど、子どものころに。で、虐待を受
けたことのある人間というのは、虐待をしてしまう
可能性が高いというのを聞いたことがあったので、
じゃ、私はそのうちの人に入るなというふうにずっ
と考えていたので、じゃ、子どもを虐待しない親に
なるにはどうすればいいのかということは常に考え
てはいました。もちろん、母を反面教師にして、彼

女がしたことと逆のことをすればいい。要はたたく
という行為は抱きしめるという行為に変えるという
変換作業というのをするのがすごく大変で。で、そ
うですね、常に彼女と間逆のことで、私が子どもの
ころに本来だったらしてほしかったことをしてあげ
れば、子どもは普通に育つんじゃないかというのを
常日ごろ、やっぱりそういう検査というか、そうい
うデータが出ているので、そういうことをやっぱり
常に考えながらやっていましたね。

A氏は、「私が子どものころに本来だったらしてほし
かったこと」を自分の子どもにしてあげることを心掛け
た。そして、自身は幼少時に隔離された生活を送り、きょ
うだいに近づかせてもらえなかったので、自分の子ども
には「あえて近づかせる」ことをした。上の子に「ちょっ
と見ててね」と参加させ、「上の子参加型の育児」を行っ
た。大変だったという「変換作業」を行うことで、子ど
もが普通に育つことを「ずっと考えていた」「常に考えな
がらやっていた」と語った。A氏は文字を読むことが苦
手であるが、子どものために勉強したという語りから、子
どものためにという深い思いやりとつながりが存在して
いたことがわかる。
育てることの本質は、自分が育てられてきたことを次
世代に移入するという文化伝達にあり、関係の中で生き
る個（子どもや親）は、唯一無二の自分の心を形づくり
ながら時間軸の中で変容させている（鯨岡 2008）。A氏
は、まさにその過程にあると考えられる。
虐待の世代間連鎖を断ち切るには、内省的自己を育む
ことにより可能であり（渡辺 2016: 199）、内生的自己は
安心できる場で、しみじみと自分を見つめることができ
る時にうまれる（渡辺 2016: 198）。A氏は、自身で考え
ることを継続してきたが、支援者とつながり安心できる
場との関係をもつことも有用であると考えられる。

4．責められないことで支援を受け続けることができる
「責められない」という言葉がみられた。この言葉の背
景には、これまでの人生の中で、責められてきた経験、迷
惑をかけてきた経験など、つらい状況を重ねてきたこと
が隠れている。仕事や子育てについて、支援者に責めら
れることはなかったので支援を受け続けることができ救
われたということ、責められなければ次に進めるという
ことも語られた。

B氏：（看護師、保健師について）やっぱりいつも
話を聞いてもらって、こういう状態なんです、助け
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てくださいって。でも、そのとき本当にありがたかっ
たのは、その時誰一人も私のことを責める方はい
らっしゃらなかったので。もしそこで責められて、
「虐待だ」とか「絶対に手をあげてはいけません」と
か、一言でも言われたら、もうたぶん、そこから私
は相談できなくなって、また自分の中に閉じ込めて、
（略）私はそれで助かったんで。今でもすごく助かっ
ているんですよ、看護師さん、保健師さんが。すご
くあったかい人たちばっかりで。今まで一度も責め
られたことがなくて。でも、責められへんからこそ、
ここは逆に反省しないといけないなと冷静にまた
なってこれたし。

もしB氏に「虐待だ」とか「絶対に手をあげてはいけ
ません」という言葉がかけられたとすると、B氏は自分
の中に閉じこもったであろうことを語った。支援者に自
分のありのままを肯定的に受け入れてもらえることは、
孤独な状況に陥っている母親を救う手立てとなってい
た。
先述の、子どもを健全に育てるために努力するという
母親の姿勢を強化できるような、支援者による責めるこ
とのない支援が求められる。

5．マジョリティとは距離を置き、仲間とつながる
A氏にとって、近隣の母親達はマジョリティであり、
その交流は「苦痛でしかない」ものであった。B氏は、同
じ悩みを持つASDの母親達とつながることにより安心
でき、社会に役立つ経験をしていた。
―ママ友との関係とかお友達関係とか PTAとか
が大変だという話も聞くんですけれども、その点は
何かありますか。
A氏：そうですね。私たち発達からするとやっぱ
り苦痛でしかない状態で、正直、何をしゃべってい
るのかも分からないですし、その会話が本当に必要
なのかという会話をしたりとかされていると、私た
ちも難しいんですよね、なかなか。（略）で、特に会
話することもないですし、なぜ会話をしなければい
けないのか、必要なことがあれば聞くんですけど。そ
のプラスアルファも必要なかったりとか。うーん、そ
うですね。そうですね。すごく難しい存在ですね。大
事なんだろうとは思うんですけど。個人的には必要
ないものだと思っているので。（略）私も人にどちら
かといえば興味のないほうなので、たぶん発達には
興味のある人とない人がいると思うんですけど、ど

ちらかといえばないほうになってしまうので、そう
ですね、関わりたいとも思わないので、関わらない
ようにするにはどうすればいいかということを考え
ることが多いですね。

A氏の言葉を借りると、A氏は人への興味がないほう
であり、次に述べるB氏は人への興味があるほうである
といえる。
B氏は、当事者会を立ち上げている。頑張っているお
母さんに一人ではないことを伝えたいという思いからス
タートした。B氏は、迷惑をかけているのではないか、社
会にいていいのかとずっと思っていた。助けてもらって
ばかりで、社会の中で役立つ存在になりたかった。きっ
かけは診断を受けたことで、「診断を受けてから一気に人
生が変わった」と語る。私はこういう悩みをもっていて
もよかったんだと安心できた、診断を受けて自助会に出
かけ、同じような悩みを持つ人にたくさん出会ったこと、
仲間に会えたことが大きかったと話した。

B氏：同じASDのお母さんだったら、やっぱり一
人で抱え込まないで。なんか、なんだろうな。もう
絶対、自分に罪悪感を抱えながら頑張っているお母
さんはたくさんいるから、そうだな。自分一人じゃ
ないよっていう。絶対、孤立してるお母さんいっぱ
いいるはずだから、自分だけじゃないっていうこと
が何かで伝われたらいいなって思いますよね。ぐら
いしかちょっと言えないですけど、それがしたいが
ために多分、ママ会を私もしようと思っているから。

綾屋・熊谷（2008: 120-121）は、人に会うことになる
と、「普通のフリ」が必要となり、自分の等身大である非
社交の世界からむりやりひきずり上げられ、「まとも」に
見えるように振る舞わねばならなくなると述べている。
「普通のフリ（＝社交）」をするのは、より多くの行動の
選択肢の中から行動を選び、決定しなければならないの
で負荷が大きいとも言及している。その人が置かれてる
状態やそれに直接関係していく事情と関係なく、その人
の生活は維持されるべきであり、社会はその困難につい
ての原因となる（立岩 2014: 279）。非社交であることが
ありのままの等身大であるASD女性にとっては、困難が
もたらされる社会と距離を置くことは生活を維持してい
くうえで必要なことであるといえる。
また、ASD女性は、あらゆる失敗経験を自分に原因帰
属しているために自尊心の低下が起きており、内面的な
支援が求められている（砂川 2015）。自閉症の人の情緒
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的反応は極めて普通であり、人に愛されることや受け入
れられることを全く普通に求めている（杉山 2020）。こ
れらのことから、困難の原因となる社会からは距離を置
き、ありのままで受け入れられる場や人とのつながりを
維持することが必要であるといえる。

6．子どもをもつことの意味づけができていく
どの母親もインタビューの時点では、比較的安定した
育児を行い、家庭生活は平穏であった。仕事の面で、新
たな第一歩を踏みだしている人もいた。それぞれに、子
どもをもつことの意味づけや、現状をどのようにとらえ
ているのかについて語る場面がみられた。

A氏：これもすごくありがたくて、私は小学生の
ころから不眠を抱えていまして、フラッシュバック
だったり悪夢を見るという特徴があったので。夜寝
るということはすごく苦痛だったり恐怖を感じる行
為だったので大嫌いだったんですけど、子どもたち
のおかげで疲れ果てて夜眠ることができるように
なったという。（略）疲れ果てて夜寝ることができる。
だから、恐怖を感じずに疲れて眠るということを生
まれて初めてできたので、もうこの子たちは本当に
私の天使だと思って。私が苦痛に感じていることを
取り除いてくれるというので、本当にうれしかった
のを覚えていますね。あと、片づけの意味も私には
ちょっと分からなかったんですけど、子どもが生ま
れて片づけをする意味というのを初めて知って、そ
こから片づけかできるようになったので、彼女たち
が片づけをしてあげないと病気になったりだとか、
危ない目に遭ったりする。だから、もとの場所に戻
せばいいんだよというのを、子どもたちを出産した
ことで知ったので、もうありがたい存在でしたね。だ
から、本当に穏やかに暮らしていたと思います。

B氏：（子どもたちについて）多分いろんな勉強を
きっと私を通してしてくれてるんだなと、勝手に。な
んか上からあれなんですけれども。なにかそう思わ
ないと自分もやっていけないときがあるので、きっ
と自分のところに来てくれたのも、絶対何か、子ど
もたち、私を選んで、親を選んで生まれてきたって
いうのを、こう考えてて。（略）だから、わが子もそ
うやって、このお母さん、駄目なお母さんだ。手伝
いに行かなきゃみたいな。きっと来てくれたんだろ
うなって。こんなに子どもは得意じゃないのに。やっ
ぱり、そういうのがあるのかなと。あまりそういう

何か見えないものを信じるっていうのは、私は好き
じゃないんですけど、これに関してだけは、なんか
自然にそう思えるし、そう思って頑張ろうって思う
んですよね。助けに来てくれたんだから、私も頑張
らないと、と思いますね。

C氏：子どもがいて。子どもがいなければ社会復
帰してなかったと思うんで。そこはよかったかなっ
て思います。子どもにね、やっぱちょっと情けない
ところ見せたくないっていうのが、すごい原動力に
なって。もうちょっと頑張って。（略）子どもがいる
からやっぱり頑張ろうって思えたし、かわいいしね。
なんだかんだってかわいいんで。子どもの将来のた
めに、子どものために頑張ろうって思わさせてくれ
るから、子どもがおってよかったなって、やっぱか
わいいなって、かわいい、本当に。成長をさせてく
れるんだなって。せざるを得ないというか、本当に
そこは。

このように、苦痛を取り除いてくれる天使のような存
在であること、親を選んで生まれてきてくれたこと、人
を大事にしようと思わせてくれること、そして子どもの
ために頑張ろうと思えることなどが語られた。どの母親
にも、子どもを産み育てることに肯定的な意味づけがな
されていた。
栗山（2012）は、ASDの特性を持つ母親であり、ASD
の成人女性の生きづらさを修士論文としてまとめてい
る。自身の育児経験を記したエッセイでは、ASDのある
母親の育児について、「本来であれば支援を受けることが
必要な存在であるにもかかわらず、支援を受けるどころ
か、理解力のない母親、子どもの障害受容ができない困っ
た人たちなどと言われ、追いつめられている」と指摘し
ている。そして、育児は何ともならなかったと表現し、
様々な課題におしつぶされ心が折れてしまった経験と、
その後の変化を次のように記している。「折れて壊れた所
から、新しい芽が出て、そこから私自身の心が成長し始
めたような気がする。多分、その時点で、母親としての
成長が始まったのだろう。自分育ての始まりでもあった。
子どもを育てる機会を持てなかったら、私自身がここま
で成長することはできなかった」。
ASDの特性として、社会的交流、社会的コミュニケー
ション、社会的イマジネーションに困難さを抱えている
とされる（宇野 2018: 7）。しかしながら、母親たちは、子
どもを思いやり、子どもや社会との関係性のなかでの自
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己をイメージするなど、ASDの特性とは異なる経験を重
ね、子育てのなかで多くの肯定的な意味づけを行ってい
ることを明らかにできた。本調査で得られた、安定に至
る要因を支援や対処法として活用することにより、心が
折れることを回避でき、育児の負荷を軽減できる一助と
することができるのではないだろうか。
家族周期による発達課題の視点からみると、養育期に
ある家族の発達課題は、親としての役割を自覚し、育児
という役割行動を修得することであり、夫婦間で役割分
担をしながら健全な子どもの発達を助ける養育を行うこ
とである。教育期には、学校を通じて社会とのつながり
が深まり、家族の社会的責任が大きくなる（鈴木・渡辺 : 
48）。また、自身の子どもも発達障害の特性があり、障害
を持つこどもを養育するという新たな役割も求められる
ことになる（山根 2009）。ASDのある母親は、子どもを
健全に育てようと工夫や努力を重ねていた。できないと
ころは助けを借り、親として、子どもを健全に成長させ
るために工夫や努力をする姿があった。まさに発達課題
に取り組んでいる姿であるともいえる。

Ⅳ．おわりに

ASDのある母親で、安定した育児を行っている 3名の
語りを分析し、安定した育児につながった要因を明らか
にした。ASDのある母親は、日々の子育てや家事の日常
の細かなタスクを、パターン化するという方策で乗り
切っていた。しかし、マルチタスクや臨機応変な対応を
求められる育児において、パターン化することでうまく
いかない場合には、固定されたパターンをはずし、新た
なパターにのりかえる対処を行っていた。また、ASDの
特性により、苦手なところやできないところは全面的に
代行してもらうことで円滑な生活を送っていた。さらに、
これまでの人生で生きづらさや虐待を経験してきたこと
から、子どもを健全に育てるために努力することや、責
められない支援を受けること、マジョリティとは距離を
置き、仲間とつながる心地よい場をつくりだすことをし
ていたが、これらのことは自分自身のためだけではなく、
同じASD特性をもつ仲間のためになされていた。そし
て、子どもを思いやり、子どもや社会との関係性のなか
での自己をイメージし、子育てのなかで多くの肯定的な
経験を重ねていたことを明らかにできた。
本調査で得られた結果は、発達障害のある母親への支
援を検討する一助とすることができると考えられる。し
かし、3名の経験の分析であり、それぞれの特性の相違

や困難の様相が異なることも考えられる。この事例で発
達障害を代表させるには限界がある。

付記
本調査の実施に当たり、ご協力いただきました皆様に
心より感謝申し上げます。
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Child-rearing Experience of Mothers with Autism Spectrum Disorders: 
Analysis of Factors Leading to Stability

Takako KOBAYASHI

Autism spectrum disorder（ASD）is a disorder diagnosed by difficulties with social communication. Considering 
these traits, autistic women's parenting has been assumed to have problems with empathic child-caring and social 
communication. To clarify these suppositions, this paper explores factors balancing autistic mothers in parenting 
contexts. I analyzed semi-structured interviews with three autistic mothers who stably raise their child in order to 
classify the factors of stability. As the result, in parenting experience that continuously requires flexible interactions 
the stereotypical autistic traits were not the greater factors because they adequately received social services. 
Instead, these mothers challenged patterns of miscellaneous household tasks and communications with professionals. 
Eventually, the mothers increased positive experiences through parenting and social communication. Autistic 
mother's stable parenting is brought by the supports of household tasks and steady relationships with professionals 
and other autistic mothers. Therefore, the system of appropriate supports is required to be built. 

Keywords : ASD, parenting, autistic mother, semi-structured interviews


